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京都府
京都文化博物館
中京区高倉通三条上ル

222-0888

京 都 学 ・ 歴 彩 館
左京区下鴨半木町1-29　723-4831

2F

3F

4F

5F

6F

別館
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京都画廊連合会ニュース

　京都を代表する作家の名品やテーマをもうけた特
集展示を通じて、京都美術の面白さをたっぷりと体
感していただくコレクションルーム。今冬の特集は
「東アジアと近代京都の美術」です。
　明治後期以降、日本画や洋画の作品には、中国、
朝鮮の風景や人物など東アジアに取材した画題が多
く登場するようになりました。それは、近代になり
多くの文化人が遊学するようになったことをはじ
め、日本のアジア進出が盛んになったことに起因し
たものであるといえます。東アジア、さらにはイン
ドなどの古美術についての情報がより流通するよう
になり、日本美術のルーツとしても注目されまし

た。また一方、明治後期以降は日本にとって対外戦争がはじまり、帝国主義とそれ
にともなうグローバル化のなかで、アジアへ目が向けられた時代でもありました。
　本展示では、東アジアをテーマにした京都の美術を中心に特集することで、近代
の芸術家がアジアに向けた視線について、改めて振り返って見てみたいのです。
　東アジア関連作品のほかには冬の景色を描いた絵画や、白磁を中心とした近代磁
器、戦後関西の前衛美術なども展示しています。

と　き／12月４日（日）～2023年３月５日（日）10：00AM～６：00PM
ところ／京都市京セラ美術館（年末年始：12/28～1/2休館）
　　　　京都市左京区岡崎公園内　☎075-771-4334

京都市京セラ美術館コレクションルーム冬期

　特集「東アジアと近代京都の美術」

川村曼舟《霧氷》昭和11年（1936）

土田麦僊《平牀》昭和８年（1933）

都路華香《東萊里の朝・萬年台の夕》
（双幅）大正９年（1920）

（五代）清水六兵衞
《白磁天女文扁壷》制作年不詳
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ある画家による京都　西川純の素描 信仰の美（～2/5）

年末年始
休館

京都府内の学校所在資料展２（～1/29）

近衛家　王朝のみやび　陽明文庫の名宝12
／京都洋画新人展 1967-1975

第105回 
表展

（表装展覧会）

第18回 
京都現代写真
作家展 

受賞者記念展

美の装い 
表具展
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会

浪
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貴久樹　天竺展 音楽
会
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会
音楽
会

音楽
会
音楽
会

THE GIFT 
BOX 2022
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京都国立近代美術館
左京区岡崎公園内

761-4111

3F

4F

京 都 国 立 博 物 館
東山区東大路七条西　541-1151

京都市 　　　
京セラ美術館
左京区岡崎公園内
771-4334

コレクション 
ル ー ム

本　館

東 山
キューブ

別館 1F

別館 2F

京都府立
文化芸術会館
河原町府立病院前
222-1046

1F

2F

3F

京都府立堂本印象美術館
北区平野上柳町26　463-0007

企 何必館・京都現代美術館
東 山 区 祇 園 町 北 側　525-1311

企
髙　 島　 屋
下京区河原町四条下ル

221-8811

画　廊

美術工芸
サロン

グランド
ホール

企
大　　　 丸
中京区四条高倉
211-8111

画　廊

アート
サロン

ミュー
ジアム

企 中 信 美 術 館
上京区下立売油小路東入 　417-2323

企 並河靖之七宝記念館
三条通北裏白川筋東　752-3277

企 美術館「えき」KYOTO
J R京都伊勢丹７F　352-1111
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企 芦 屋 画 廊 KYOTO
左 京 区 頭 町 357-8　754-8556

貸 企 アートギャラリー博宝堂
左京区岡崎神宮道東側　771-9401

貸 企 アートギャラリー鵬休堂
東山区東山五条上ル西入ル　541-3805

貸 アートスペース柚（ゆう）
東山区二条通東山西入　090-6916-5353

貸 企 綾小路ギャラリー武
下京区綾小路高倉東入ル　351-4787

貸 芸 艸 堂 画 廊
中京区寺町二条下ル　231-3613

企 絵 草 子
東山区新門前通東山西　551-9137

企　　　　　　：企画および常設を中心に活動する画廊　 貸　　　　　　：貸画廊
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→1/10
 1/1 店休日

→1/3
 1/1 店休日
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ルートヴィヒ美術館展　20世紀美術の軌跡－市民が創った珠玉のコレクション（～1/22）
年末年始
休館珠玉の日本画 

コレクターの眼「荒川照吉と川勝堅一」
2022年度 第４回コレクション展

（～1/22）
ニュー・バウハウスの写真：ドイツからアメリカへ

と渡った実験室　小出楢重と裸婦

特別展
京（みやこ）
に生きる 
文化
茶の湯

年末年始休館

冬期　特集「東アジアと近代京都の美術」（～3/5）

年末年始の為 
休館

ボテロ展　ふくよかな魔法

第９回日展 
京都展 
（～1/20）

サンリオ展 ニッポンのカワイイ文化60年史

第122回 
公募墨人 
京都展

樂書會書展第40回京都展 再興第107回「院展」 
京都展第44回日本美術工芸会展

アンディ・ウォーホル・キョウト ／ ANDY WARHOL KYOTO（～2/12）

三餘会書
展

第38回 
鵬友会 2022年度共生の芸術祭

LA VOZ 28th 
EXHIBITION

第７回京都大学書道部
OB展 新美2022会員展

７人の絵画展 
（洋画） 日本画ん展 筍々会展（日本画）

年末年始 
休館

念々会 
書展

示現会京都芸館展 
（洋画）

アルケ展 
（美総合） 畝展（日本画）

展示替え期間のため休館
コレクション展

「音のハーモニー －印象が奏でる風景－」 
（～3/26）

年末年始 
休館

エリオット・アーウィットの世界展（月曜休館）（～1/29） 年末年始休館

陶　永楽 而全　 
書　真神 巍堂展

池口史子展 
Endless Journey

～時のいろ、時のかたち～
片山亜紀・渡邉陽子

陶展
花の宴展

浅井睦子展 霽と藝のうつわ展 春を彩る茶道具展

日本の四季　ふるさとの詩
原田泰治　版画展 掛軸紅札市 輪島漆芸逸品展 第４回現代書家 

岡本光平展「圓」
～吉祥・現代絵の世界～ 

ユニット
「百虎」+「吉田潤」展

～110年の時を超えて～
オールドノリタケの世界展 渡部香　油彩画展 干支と聖夜のおくりもの 秀作絵画展

休館

2022年度保存修復事業に伴う長期休館（2023年春まで）

柚木沙弥郎　life･LIFE 展

常設展

歳末額縁セール アート
マルシェ

年末年始
休廊

常設展

小豆島美知　日本画 
（火曜休廊）

第４回ねこアール展 
（月曜休廊）

gema da gama 
秋の個展 2022 河本たかこ　作品展 冬期休廊

木版画常設展（貸画廊受付中）

浮世絵木版画常設展
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〔今月の展覧会より〕

ジャパニーズモダン　江戸から現代へ 2022〈シリーズ５〉

片山雅史新作展 － いのちのかたち〈動画配信〉
と　き／11月29日（火）～12月18日（日）12：00～６：00PM
ところ／ギャラリー白川（月曜休廊）　☎075-532-2616
　　　　京都市東山区祇園下河原上弁天町430-1

　画家を志したころ描き始めた風シリーズから、一貫してあるのは目に見えない絶対的な何かに繋がる感覚です。今展は
風シリーズ以降今まで描いてきた作品、皮膜、HANA　螺旋　メメントモリ、これらを繋ぐキーワードとして「いのち
のかたち」と題しました。今から26年前それまでモノクロに近い風の絵を描いてきましたが、黄色の絵が描きたいとの思 
いから皮膜シリーズがここギャラリー白川で始まりました。黄は生命に降り注ぐ光であり、花粉のいろでもあります。 
また描かれた形は自然界のすべての生命の営みをたたえるかのような向日葵の花芯部の螺旋模様です。またHANAシリー
ズで描かれている繊細かつ優美なフォルムはいのちの輝きであると同時に儚さをも宿しています。そして生と死をみつ 
める無数の蝶が舞うメメントモリ、これらの自らを繋ぐ作品群です。 （片山雅史）　　

1984年　京都市立芸術大学大学院修了。1988ニューヨーク、1995年ロンドンに留学
2004年　「第５回21世紀の作家　片山雅史展　皮膜2004 - 知覚の森へ」福岡市美術館）
2021年　九州大学大学院 芸術工学研究院准教授 退任。
　　　　作品収蔵：原美術館ARC　福岡市美術館　インディアナポリス美術館　他

＊群蝶図／光の庭に／メメントモリ 105×300cmの大作も展示いたします。

「そのものの名が浮かぶ前に」
（Ge展2022会場風景）

蝶光の庭（19点の連作より）
2022　23cm×17cm
アクリル　顔料　ボード

HANA-白木蓮2022　38cm×68cm
アクリル　顔料　ボード

　まだ新緑の面影を残す街路樹の葉の連なりが初夏の風と
陽光を受けて振動し、垂直のさざ波を立てている。それを
出勤途中の信号待ちで車窓から見る。何という樹かしら、
と考えながら眺めていると、幹の途中に樹名板があるのを
見つける。しかしここからでは読めない。ぼんやりした 
カタカナ４文字の輪郭を眼に焼き付けて、昼食時に検索 
する。
　ユリノキと言うらしい。画像にある特徴的で大ぶりな葉
の形。翌朝もその樹が立ち並ぶ姿を見る。またその次の日
も。しかし、樹の名前も知らず、初夏とか陽光といった 
言葉も浮かぶ前に感じた、あの世界の肌触りはもう帰って
来ることはなかった。 （鷹木　朗）　

「Somewhere in Between」
　1979年、高校３年生だった私は、「明治・大正から昭和
へ近代日本美術の歩み展」という展覧会を京都の美術館で
観た。近代日本美術の百年余りを展望するとして212名の
作家、280点ほどの作品が紹介されていた中で、私が妙に
惹かれたのは、幕末から明治、大正初期にかけて描かれた

「暗い写実洋画」だった。
それらが描かれた時期は
日本近代洋画の黎明期で
あり、日本絵画と洋画、
近世と近代、東洋と西
洋、の結節点でもある。 
今回の油彩画シリーズ
は、そうした暗い写実洋
画を基点として、写真／
絵画、見る／見られる、 
鏡／窓、過去／未来、と
いった軸をも意識しなが
ら描いている。

 （松尾直樹　　　　
 Matsuo Naoki）　

鷹木 朗展 ―そのものの名が浮かぶ前に―
　　　Before the name of the thing comes to mind. 松尾直樹展「Somewhere in Between」
と　き／ 11月29日（火）～12月10日（土）12：00～７：00PM

ところ／ギャラリー 16（月曜休廊）　京都市三条通白川橋西入上ル　☎075-751-9238
と　き／ 12月13日（火）～12月24日（土）12：00～７：00PM

「Somewhere 
in Between 

 YUKO #2」

「私と私たち
 （海辺の建物）」
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〔今月の展覧会より〕

　「おかえり美しき明治」展（府中市美術館、2019年）や、「発見された日本
の風景～美しかりし明治への旅」展（京都国立近代美術館、2021年、その後
東京、愛媛、長野巡回中）などの開催により、明治期に描かれた、作者不詳
の画家や無名の画家たちによる様々な水彩画群が俄然注目されるようになっ
てきています。昔からこの分野での優れた作家と作品の発掘顕彰に努めてい
る当画廊におきましても、改めて所蔵の佳品66点を一堂に並べ、創業50周年
記念展示の第１部とさせて頂きます。
　今展の特徴は、何と言っても明治期にイギリスやアメリカからの旅行者が
購入して持ち帰った、美しい水彩画作品が多数展示されることです。それら
の多くが今や無名となってしまった作者不詳の画家たちによるものです。作
者名が特定されて詳しい経歴まで判明するようになった笠木次郎吉の、驚く
ほど細密で濃厚な描写力を誇るリアリズム表現は、近年の話題を独占するようになっています。本展でも彼の名作７点が
並びます。同時に未だ詳しいことのわからない作者による名作が並びます。
　近代水彩画の巨匠たちの作品は言うに及ばず、浅井忠を中心とした京都の清澄な水彩作品
も多数陳列いたします。是非、ご高覧下さい。

創業50周年記念特別展 ― その①
懐かしく、美しい「明治の水彩」展

と　き／11月22日（火）～12月17日（土）10：30AM～６：00PM
ところ／星野画廊（毎週月曜日と12/4（日）休廊）
　　　　京都市東山区神宮道三条上ル　☎075-771-3670

　2019年11月にご逝去されました中野庸二さんの遺作展を開催いたします。開催にあたり、 
ご遺族のご協力を得て氏の初期の絵から近年までの作品を20点、二期に分けて展示いたしま
す。氏の絵には青く広がる海や空、それらの境界をつなぐような細やかな線が幾重にも引かれ
ています。それらを見つめる女性たちの横顔や後ろ姿を通して、中野さんが何を見ようとして
いたのか、この度の遺作展で改めて皆さんとともに絵を味わい考えてみたく思います。
　どうぞご高覧賜りますようお願い申し上げます。 中野庸二遺作展実行委員会　　

会期　第一期：11月29日（火）～12月11日（日）　　第二期：12月13日（火）～12月25日（日）

中野庸二　Yoji Nakano 略歴
1941　京都市に生まれる

主なグループ・コンクール展
 1966～’80 独立展（東京都美術館ほか） 
 1978 ’80 ’81 シェル美術賞展（セントラル美術館ほか）
 1981 現代日本美術展（東京都美術館、京都市美術館） ’83 ’85 ’87 ’89
 1985 安井賞展（西武美術館ほか）
 1988 ’89 ’90 「絵画、今…」展（京都市美術館、三重県立美術館、埼玉県立近代美術館）
 1991 浅井忠記念賞展（千葉県立美術館）
 1992～’96 両洋の眼・現代の絵画展（日本橋三越本店ほか）
 1994～’99 Ge展（京都市美術館、ABCギャラリー）
 1993 ’95 ’97 IMA「絵画の今日」展（三越美術館・東京）
 1994 平安建都1200年記念美術選抜展（京都市美術館）

受賞
1983　現代日本美術展〔京都国立近代美術館賞〕
1986　現代日本絵画展〔大賞〕

中野庸二遺作展
と　き／11月29日（火）～12月25日（日）11：00AM～７：00PM
ところ／ギャラリーなかむら（月曜休廊）
　　　　京都市中京区姉小路通河原町東入　☎075-231-6632

MIDORI TOKIDOKI
（house）

津田青楓「母子参詣図」
明治39-40年頃

笠木次郎吉「花売り娘」
明治末期頃

浅井　忠「南国風景」
明治36-40年頃

Body=chair （㈼）

黒田重太郎「大原の里」
明治後期頃

河合新蔵「湖畔」
明治後期年頃

展覧会記念図録
発売中：B５判
　60頁：頒価1000円
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 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土

企 貸 延寿堂ギャラリーソフォラ
中京区二条寺町東入　211-5552

企 御 池 画 廊
北区小山北上総町20-2　492-3083

企 カ ギ ム ラ 画 廊
中京区河原町四条上ル東入　221-2996

企 貸 画 廊 後 素 堂
中京区新町丸太町下ル　231-0938

企 画 廊 た づ
東山区神宮道三条西入ル　771-8225

貸 ぎおんギャラリー八坂
東山区祇園町南側　525-1717

貸 企 喜聞堂アートスペース余花庵
中京区寺町通御池上ル　212-9793

貸 企 ギ ャ ラ リ ー M
中京区蛸薬師高倉西　221-0979

貸 ギャラリー祇園小舎
東山区四条通縄手東入　551-3828

貸 ギャラリー吉象堂
中京区三条柳馬場東　221-3955

貸 企 ギャラリーCreate洛
中京区丸太町通堺町角　708-7898

企 貸 ギ ャ ラ リ ー K
中京区寺町二条下ル西側　255-7518

貸 企 ギャラリー恵風
左京区丸太町東大路東入 771-1011

1F

2F

貸 企 ギャラリー胡々湾
東山区神宮道三条上ル　090-8367-1460

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土

貸 ギ ャ ラ リ ー 佐 野
中京区寺町蛸薬師西北角　221-2767

企 ギャラリー三条祇園
中京区寺町通御池上ル　221-6401

企 ギ ャ ラ リ ー 白 川
東山安井東一筋目南　532-2616

貸 ギ ャ ラ リ ー 翔
左京区北山通下鴨中通東　724-8154

貸 企 ギ ャ ラ リ ー 16
東山区三条通白川橋西入上ル　751-9238

貸 ギャラリー Space 妙
左京区松ヶ崎堀町1-1　090-6605-0656

企 ギ ャ ラ リ ー 創
中京区河原町御池上ル　251-0522

企 貸 ギャラリー TAJIRO
東山区縄手通新橋下ル　0774-27-1733

企 ギャラリー鉄齋堂
東山区新門前東山西　531-6164

貸 ギャラリー富小路
下京区富小路綾小路下ル　090-7095-0576

企 ギャラリーなかむら
中京区姉小路河原町東　231-6632

【他所で見たい展覧会】
「利形の守破離 －利休形の創造と継承－」展：８月27日（土）～12月25日（日）　樂美術館（京都市上京区油小路一条下る　☎075-414-0304）
「木島櫻谷、山水夢中」展：11月３日（祝）～12月18日（日）　泉屋博古館（京都市左京区鹿ケ谷宮之下町24　☎075-771-6411）
「千利休生誕500年・利休茶の湯の継承」展：９月10日（土）～12月11日（日）　野村美術館（京都市左京区南禅寺下河原町61　☎075-751-0374）
「原榮三郎が撮ったWarhol in Kyoto 1974」展：９月17日（土）～23年２月12日（日）　ZENBI－鍵善良房－（京都市東山区祇園町南側570-107）
「こわくて、たのしいスイスの絵本」展：９月17日（土）～12月25日（日）　アサヒビール大山崎山荘美術館（京都府乙訓郡大山崎町銭原5-3　☎075-957-3123）
「静中動：韓国のスピリットをたどるー開かれた陶のアート」展：９月17日（土）～12月18日（日）　滋賀県立陶芸の森陶芸館（滋賀県甲賀市信楽町勅旨　☎0748-83-0909）
「フィギュアの古今・伏見人形とフィギュア展」：10月７日（金）～12月９日（金）　嵯峨美術大学・嵯峨美術短期大学付属博物館（京都市右京区嵯峨五島町１　☎075-864-7898）
「すべて未知の世界へーGUTAI 分化と統合」展：10月22日（土）～１月９日（月）　大阪中之島美術館／国立国際美術館（大阪市北区中之島4-3-1　☎06-431-7285）
「李禹煥 Lee Ufan 展」：12月13日（火）～２月12日（日）　兵庫県立美術館（神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1　☎078-262-1011）
「ニッポンの油絵－近現代美術館をかたち作ったもの」展：11月12日（土）～12月25日（日）　和歌山県立近代美術館（和歌山市吹上1-4-14　☎073-436-1337）
「ロートレックとミュシャ、パリ時代の10年」展：10月15日（土）～１月９日（祝）　大阪中之島美術館（大阪市北区中之島4-3-1　☎06-431-7285）

→1/9

→1/5
 （予定）

→1/8

→1/11

→1/12

大石早矢香展（陶芸） 
（木曜休廊） 休廊 有永浩太 展（ガラス） 

（木曜休廊） 冬期休廊

洋画・日本画常設展（土日祝休廊） 冬期休廊

日本画・洋画常設展

貸画廊受付中

日本画常設展（日祝休廊） 冬期
休廊

イノチノヨロコビ 
京都個展
安食玄洋

第２回 源展～見えちゃう～
馬場広大・岡本佳之・小方大樹 
・野口正美・荒木北斗

田貮 淳 
京染・柿渋染展 
大石淳子

呉服に志田 
「冬の會」

喜聞堂 
屏風絵・古美術常設展

ヨーロッパのクリスマス（パリ・イギリス）展　松本祐佳

俳句と絵でこの一年を振り返る　展　／　出版本原画展　　松本祐佳
石田とおる
油絵展

京都写楽写真
展 切り絵　三人展 中嶋紫都作品展

第39回 
銅版画グループ遊展

タカ ホリイ展 
（洋画）

田中直子展　－水の森「芦生」－（洋画） 
（月曜休廊） 冬期休廊

川瀬美帆展
（平面） 長谷治郎展（平面）

休廊

Christmas selection 2022（月曜休廊） 
河野沙也子・北川咲・沈楠（平面）

冬期休廊
奥野久美子展
（平面） 馬淵哲展（平面） 小西熙展（平面）（月曜休廊）

生命を纏う 
手織りの道具展

貸画廊受付中 斎藤卓治・斎藤健輔 
「紙の昆虫」展

ジャパニーズモダン　江戸から現代へ－2022 　 
〈シリーズ５〉片山雅史新作展－いのちのかたち

ユーシュンカイ展
（絵画他）

クリスマス作品展（絵画・彫刻他） 
（月曜休廊）

鷹木 朗展
－そのものの名が浮かぶ前に－（平面）

（月曜休廊）

松尾直樹展
「Somewhere in Between」（平面）

（月曜休廊）
冬期休廊

貸ギャラリー受付中

常設展

貸ギャラリー受付中

常設展

九十九伸一作品展 
ASTROKYVOS 
「宇宙のキューブ」

中野庸二遺作展（前期） 
（月曜休廊）

中野庸二遺作展（後期） 
（月曜休廊）
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 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土

企 ギャラリー白梅園
北区北野上白梅町63　461-0427

貸 企 ギャラリーヒルゲート
中京区寺町三条上ル 231-3702

1F

2F

奥庭
空間

企 ギャラリー美楽堂
東山区神宮道三条上ル　761-9710

貸 企
ギャラリーマロニエ
河原町四条上ル東側

221-0117

3F

4F

5F

貸 企 ギャラリー八坂茶閑
東山区八坂通り小松町565　080-1155-0710

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 唯
左京区岡崎神宮道東側　752-0348

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 龍 馬
河原町三条下ル東入　211-7700

企 ギャルリー正観堂
東山区切通新門前上ル　533-4110

企 ギ ャ ル リ ー 宮 脇
中京区寺町二条上ル　231-2321

企 貸 ギャルリー百音（もね）
左京区岡崎神宮道東側　708-2138

貸 企 京 都 ギ ャ ラ リ ー
中京区烏丸通錦上ル東側9F　257-5435

企 京都芸大ギャラリーアクア
中京区御池通堀川東入　253-1509

企 京都芸術センター
中京区室町蛸薬師下ル　213-1000

企 京都市学校歴史博物館
下京区御幸町通仏光寺下ル　344-1305

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土

貸 企

企 京都陶磁器会館
東山区東大路五条上ル　541-1102

1F

2F

貸 企 京都万華鏡ミュージアムアートスペース
中京区姉小路東洞院東入　254-7902

貸 企 堺 町 画 廊
中京区堺町御池下ル　213-3636

貸 里 見 有 清 堂
中京区堺町三条上ル　221-5423

企 蔵 丘 洞 画 廊
中京区御池寺町東入　255-2232

企 大 雅 堂
東大路通祗園上ル　541-7388

企 玉 山 名 史 刀
東山区三条通神宮道西入　708-8210

企 梅 軒 画 廊
中京区烏丸四条上ル　221-3510

企 星 野 画 廊
東山区神宮道三条上ル　771-3670

京都写真美術館
東山区神宮道三条上ル　746-2931

1F
「月」
1F
「雪」

2F
「花」

〔京都画廊連合会ニュースの購読予約受付中〕１年間￥2,000円です。毎月末にお手許に届けられます。申込みは星野画廊（☎771－3670）まで振込用紙をご請求ください。
〘短信〙 京都画廊連合会ニュースの展覧会紹介記事で掲載している作品の画像は、当画廊のホームページ（http://www.kyoto-art.net/）では、  

 すべてカラー図版として掲載しています。どうぞお楽しみください。

発行：京都画廊連合会　京都市中京区高倉三条上ル　京都府京都文化博物館内（☎222－0895）http://www.kyoto-art.net/

→1/6

→1/9

→1/11

→1/3

→1/4

→1/9

→1/5

→1/9

白崎信子　ガラス作品常設展

奥田輝芳 個展 
natural neutral 廣田政生展 池田良則展 

沖縄を描く

丸山勉 日本画展
－玉響－

年末休廊
篠原涼子×山岡明日香
On rêve dans le paysage vol.3
私たちは風景の中で夢を見る

水野朝展
 －これがわたくし・朝－

木代喜司・宇治川久司 具象彫刻二人展

常設展示（月曜休廊） 冬期休廊

杉本昌裕
（日本画）

京都写真展 冬期休廊樋口和也
（立体） 樋口和也（立体） How are you 

photographie ?縫い展

貸画廊受付中 大村美玲日本画展 
「天の國から」

芥川 宏 
陶磁展2022 休廊

暖かいフェルト・フェルト展 
IZZOMI－かばん・テーブルアイテム 

空飛ぶ羊－靴・靴下・セーター・ズボン
休廊

「龍馬と酢屋」常設展

常設展 休廊 林屋拓蓊展 
（水曜休廊） 年末年始休廊

改修工事のため休廊

〈クリスマスの準備展〉クリスマスに最適な器・グラス・オブジェなど順次展開（月曜休廊）

〈お正月のしつらえ〉（お正月に向けた花器・うつわ・山中塗各種　他）（月曜休廊）

貸ギャラリー受付中

KCUA OPEN CALL EXHIBITIONS 
LICHT　Breath of Light　　砥綿正之 松本泰章 “予告”京都芸大同窓会アートオークション開催！ 

2023年１月６日（金）～１月９日（月）京都市立芸術大学移転支援事業KCUA OPEN CALL EXHIBITIONS 
Stone Letter Project #5 ー圧縮と解凍

展覧会　「DAZZLER」

常設展示（水曜休廊）

清永安雄　作品展

冬期休館WOMB Photo 
Exhibition

五島健司写真展 
「山河幽靄図」 

（さんがゆうあいず）
水津惣一郎×本条葵 
写真画展『或（ æ ）』

京焼陶芸作品常設展

第65回京都色絵陶芸展 ～技で描く〈千紫万紅〉 森本真二陶展（仮）

第１章 
書きかけの

手紙
茶々の会展

開館時間・開催期間は変更になる可能性が
あります。 

最新の情報は当館のHPにてご確認ください。
年末年始休館

前川俊一陶展 （以後の予定はHPをご覧下さい）

貸画廊受付中

〈特集　オーガベンを愉しむ・芹沢銈介板絵小品作品併設〉 
（日曜休廊） 冬期休廊

久保和子展
DONNA/IO 

女/私

土田 康彦 
ヴェネツィアン・ガラス展 －地中海－

常設展／美術刀剣・刀装具・兜・鎧など武具全般

日本画・洋画常設展 冬期
休廊

創業50周年記念特別展－その①（毎月曜と12/4（日）休） 
懐かしく、美しい「明治の水彩」展 常設展（日・月休） 年末年始

休廊


